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東鷄冠山北堡壘圖（アメリカ議会図書館地理・地図部[Geography and Map Division, Library of Congress]蔵、G7824.L8955 SVAr y6、

57.2×58.1cm）   
 

本図は分割撮影した6枚の写真を接合したもので、描かれた図の縮尺は平面図が500分の1、断面図が100分の1である。東鶏冠山北堡塁は、日露戦争の旅順攻

囲戦の激戦地で、ロシア側の名将、コンドラチェンコ少将が日本軍の砲撃で戦死した場所としても知られている。日本軍は塹壕ならびに坑道によって東方からこ

の堡塁にアプローチし、1904年12月18日に胸墻を爆破して堡塁内に進入して占領した。1905年1月の旅順陥落後間もないときに臨時測図部第一地形測図班第

一分班の測量技術者、横山正三が描いたもので、爆破により破壊された胸墻や、それにアプローチする塹壕や坑道も細密に示している（本誌23頁以下参照）。  


